
　亀岡市を流れる保津川は、京都府南
丹市に端を発し、亀岡から嵐山を経て
大阪湾に流れ込む一級河川桂川の愛称
で、亀岡最大の観光産業である「保津
川下り」の名で国内外に知られていま
す。桂川は、「保津川」の他に「大堰川」
などとも呼ばれ、地域それぞれの呼び
名で昔から地元の人々に親しまれてき
ました。
　保津川は、かつて丹波と都とを結び、
主に丹波の豊富な木材を供給しており、
その歴史は奈良時代まで遡るといわれ
ています。しかし、大変な急流と巨岩
がある難所としても知られており、そ
れを京都の豪商である角倉了以が徳川
家康から許可を得て開削したことによ
り、物流の大動脈として開花しました。
この水運の歴史を今に伝えるのが「保
津川下り」です。「保津川下り」は急峻
な山と急流、大変美しい自然を満喫し、
運が良ければ野生動物の姿を見ること
もできる大変魅力的な観光地です。　
　京都府の調査1）によると、保津川下
りの観光客は年間約20万人を超え、保
津峡に沿って走るトロッコ列車と合わ
せて、100万人以上の観光客が訪れて
います。
　ところが、川の流れとともに連綿と
続く歴史の中で、保津川は近年大きな

試練に直面しています。保津峡の美し
く澄んだ河川が濁り、そこかしこに
ペットボトルなどのごみが散乱するよ
うになりました（写真1）。
　そのような状況に強い危機感を抱い
た保津川下りの若手船頭達が、保津峡
内のごみの清掃を行うようになり、保
津川下りを運営する保津川遊船企業組
合内に「エコグリーン環境対策委員会」
が発足しました。委員会では、船頭自
身による清掃のみならず、市民・企業・
行政とも協働で活発な取り組みをすす
めています。しかし、今でも大水や台
風の後には大量のごみの流入が続いて
います。
　なぜ、このように美しい河川や渓谷
にごみが絶えないのでしょうか。

 
　これはいわゆる「海ごみ」の問題の
一端です。近年、急速に深刻化する海
ごみの大半は陸域から河川を通じて流
れ出した生活ごみであることが多くの
研究から明らかになっています。この
問題は人々にとって「遠くて近い」2
つの問題を抱えています。

 
　現在、世界中で問題が深刻化してい
る「漂着ごみ」は、そのごみが発生源
にとどまらずやがて海へ流れ出し、多
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くのごみが海流に乗って海中を漂い、
海底に沈み、あるいは海岸や島に流れ
着きます。このようなごみは総じて「海
ごみ」と呼ばれ、主なごみの発生源で
ある内陸河川流域の住民には「目には
見えない」「遠くの問題」と化すのです。
また、もう一つの見えない問題は、ご
みが漂流する過程で小さく、細かくど
んどん姿を変えていくということです。
これは近年「マイクロプラスチック」
問題として大きく取り扱われています。
マイクロプラスチックは魚の多くが誤
飲しているほどの、本当に目には見え
ない大きさのプラスチックです。詳し
くはこの後の記事（p.78）をご覧ください。

 
　近年の調査によると、日本沿岸に漂
着する海岸漂着ごみの大半が国内の内
陸河川由来のごみであるといわれてい
ます。
　その発生源はさまざまですが、例え
ば各家庭の側溝に何気なく落ちたペッ
トボトルやレジ袋、収集されなかった

食料品トレーなどのとても身近なごみ
（表１）が、まず、近くの支流に流れで
ます。これは不法投棄などのごみ問題
に比べるとほんの些細なことのように
思えます。しかし、これらのごみが自
然へ与える影響は甚大です。保津川に

写真 1　保津峡へ流れ着くごみ

4 海ごみの真の発生源
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住む野生動物の誤飲や誤食が心配され
るだけではなく、海洋のプラスチック
汚染に直結する問題でもあります。さ
らに、観光地でもある保津川や下流の
嵐山においては、深刻な景観の悪化を
招くなど地域経済に与える影響も無視
できない問題となってきています。

　このような海や川のごみ問題は、日
本だけでなく世界中で解決すべき大き
な社会問題となっています。2012（平成
24）年8月に内陸地域では初めての開催
となった、亀岡市での「第10回海ごみサ
ミット2012亀岡保津川会議」で、「亀岡
保津川宣言」および「川のごみや海のご
みをともに考える京都流域宣言」が宣言
されました。これを具現化し、海岸漂着
ごみ削減に向けた内陸地での発生源対
策やごみの発生抑制について、協働を通
じた市民参加による恒久的なごみ散乱防
止への仕組みづくりなどを推進するため
に、亀岡市では市民（地域自治会、環境
NPO等）、事業者（保津川遊船企業組合、
JR西日本、漁業協同組合、農業協同組合、
観光事業者等）、行政等（亀岡市、京都

府、外郭団体等）市内のさまざまな団体
で「川と海つながり共創（みんなでつくろ
う）プロジェクト（以下、「川～海PJ」）を
発足しました。
　川～海PJでは、環境教育や清掃活動
を通じて内陸部からの海ごみの発生抑
制に取り組んでいます。

　
　川～海 PJでは、市内の小中学生やそ
の保護者を対象に「こども海ごみ探偵
団」事業を行っています。この事業はそ
の名のとおり、ごみの回収および調査を
することで海ごみ問題への関心を家族で
高め、地域や家庭でのごみの発生抑制
へつなげてもらうことを目指しています。
　2016（平成 28）年度は、①桂川の源
流域（片波川源流域：京都市右京区京
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北地区）、②保津川中流域(保津峡：亀
岡市～京都市嵐山）、③河口域(淀川河
口部：大阪市東住吉区海老江）、そし
てごみが海流にのって流れ着く④海域
（成ヶ島：兵庫県洲本市由良町）でごみ
調査に乗り出しました†。まず、保津峡
調査では、参加者は保津川下りに乗船
し、保津峡の豊かな自然を堪能しつつ、
急峻な岩場に降り立ち、多数のごみを回
収しました（写真 2）。
　また、淀川海老江調査では、ごみの
様相が変わり、レジ袋やシートの破片、
食品包装類が多くなりました（表 2）。調
査日はお盆明けであったこともあり、精
霊送りの供え物も大変多かったことが印
象的でした††。
　一方、片波川源流域調査では逆にご
みのない美しい自然の中を散策しまし
た†††。川の本来あるべき姿に参加者一
同は感動しました。

　ごみ調査の取り組みの他に、各種講
演会への出席や「近畿こどもの水辺交
流会」などに出席し、他地域で同様の
活動を行う子どもたちとの交流を行っ
ています。また、2016（平成28）年11月
にインドネシアのバリ島で開催された
「第16回世界湖沼会議」において、こ

ども海ごみ探偵団に参加した子どもた
ちが、私たち自身が未来にむけてでき
ること、そして海ごみの問題に真剣に
向き合うことの重要性を世界に向けて
発信しました。

　
　海ごみはいまや世界的な問題で、早
急な対策が求められています。一連の
調査の結果からも明らかなように、発
生源は私たちの日常生活の一コマの中
に隠れています。まずはごみを「出さ
ない」「出させない」仕組みをつくるこ
とが必要とされています。例えば、世
界各国で導入されているペットボト
ルのデポジット制の導入や、レジ袋の
有料化や廃止などに国や地方が一体と
なって取り組むことを訴えていきたい
と思います。
　ご興味をもっていただけた方は、是
非、下記ホームページをご高覧ください。
亀岡市：川と海つながり共創（みんな
　　　　でつくろう）プロジェクト活
　　　　動中
http://www.city.kameoka.kyoto.jp/
kankyouhozen/kurashi/kurashi/shizen/
hyouchakugomi/tanteidanhodugawa.html
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